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株式会社ＤＴＳ 

【ＤＴＳ】クラウドコンテナ向けに強固なセキュリティ対策を支援 

Sysdig Secure を導入し、企業へのサイバー攻撃等を検出・防御 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※コンテナ技術：OS 上に他のプロセスからは隔離されたアプリケーション実行環境を構築し、仮想的な動作環境をより少ない

コンピューターリソースで実現する技術。 

 

■クラウドコンテナサービス向けセキュリティ対策について 

クラウドコンテナサービスの環境には 5 つの保護対象があり、「Sysdig Secure」を利用す

ることで、これらの保護が可能となります。 

 

＜5 つの保護対象＞ 

① コンテナイメージ：コンテナ環境の元になるテンプレート 

② コンテナイメージを保管するレジストリ 

③ オーケストレーター：コンテナイメージのデプロイや稼働後のコンテナの管理などを実施す

るツール 

④ コンテナ（仮想化されたアプリケーション)とその動作環境 

⑤ ホスト：コンテナが稼働するコンピューティング環境 

 

 
 

図：クラウドコンテナ環境のイメージ図と 5つの保護対象 

 

株式会社ＤＴＳ（東京都中央区、代表取締役社長 北村 友朗）は、コンテナ技術※を活用し

たクラウド環境向けのセキュリティ製品「Sysdig Secure」（Sysdig 社製）の導入を支援す

る「コンテナセキュリティサービス」を 3月 22 日から提供開始します。 

DX の推進に伴いクラウド型のコンテナサービスの利用が増加している中、セキュリティ

対策が大きな課題となっています。すでに各企業で稼働中のクラウドコンテナサービスに

対するセキュリティの保護については、特に急務となっているものの、十分な対応ができ

ていない状況です。 

ＤＴＳでは今後も、お客様にクラウドを安全にご利用いただくためのサービスを順次提

供していく予定です。 



■Sysdig Secure の主な機能 

＜Sysdig Secure 概要図＞ 

 

 

 

※1 ワークロード：お客様向けアプリケーションやバックエンドプロセス等の集まり。 

※2 CWPP：Cloud Workload Protection Platform の略称。コンテナやマイクロサービスをはじめとするクラウド環境に対する 

セキュリティソリューション。 

※3 CSPM：Cloud Security Posture Management の略称。継続的にクラウド環境のセキュリティ設定を検査する機能。 

 

＜Sysdig Secure 機能一覧＞ 

機能名 概要 

ランタイムセキュリティ システムコールやクラウドログをベースとした Falco

ルールによって、セキュリティ侵害やコンテナの異常

な動作を検出します。 

イメージスキャン コンテナイメージの脆弱性スキャンを実施します。 

ネットワークセキュリティ Kubernetes 内のポッド、サービス、アプリケーション

の間のネットワーク通信を可視化し、異常なネットワ

ークアクティビティを特定します。 

インシデント対応とフォレンジック インシデントの事象調査と原因特定を迅速化します。 

継続的なコンプライアンス検証 

 

PCI、NIST、SOC2 などの業界標準に対するコンプライ

アンスを検証します。 

継続的なクラウドセキュリティ 

体制管理 

自動的にアセットを検出し、リスクおよびコンプライ

アンス違反にプロアクティブに対応します。クラウド

セキュリティ体制を継続的に評価します。 

 

■ＤＴＳのコンテナセキュリティサービスについて 

本サービスは、Amazon ECS 向けの Sysdig Secure 導入を支援するものです。今後は Amazon 

EKS(EC2、Fargate)向けの導入支援や、運用メニューの追加も行う予定です。 

※1 

※2 ※3 



 

【対応プラットフォーム】Amazon ECS (EC2、Fargate)  

【提供開始日】2023 年 3月 22 日 

【提供価格】お客様環境により異なります。詳細は、下記までお問い合わせください。 

 

＜コンテナセキュリティサービスの詳細について＞ 

本サービスの詳細は、以下ソリューションページをご参照ください。 

https://dts-digital.jp/cloud/service/container_security/ 

 

＜本サービスが想定するお客様＞ 

・クラウドコンテナ環境のランタイムセキュリティに対応し脅威検出を行いたい方 

・コンテナイメージのセキュリティにも対応したい方 

・セキュリティインシデント発生時に備え信頼性の高いログの取得を行いたい方 

 

＜今後のクラウド関連サービス提供予定＞ 

ＤＴＳはクラウド基盤ソリューションとして、AWS や Azure 向けソリューションに加えて、マ

ルチクラウドにも対応したクラウドセキュリティソリューションも提供しています。 

クラウドセキュリティソリューションでは、クラウド上のサーバやコンテナのセキュリティ対

策などクラウド基盤に関するセキュリティサービスを提供してまいりました。 

今後は、これまでのセキュリティサービスに加えて、よりクラウドを安全にご利用いただくた

めの IDaaS※1 や PAM※2 といったクラウドアカウントに関するセキュリティサービスや、SIEM※3や

SOAR※4といったクラウドセキュリティの統合運用サービスを提供していく予定です。 

 

※1 IDaaS：Identity as a Service の略。クラウド経由で ID/パスワード管理、シングルサインオンなどを提供するサービス。 

※2 PAM：Privileged Access Management の略。特権アカウントのパスワードやアクセスを管理するための仕組み。 
※3 SIEM：Security Information and Event Management の略。ログの統合管理や相関分析を行うための仕組み。 

※4 SOAR：Security Orchestration, Automation and Response の略。セキュリティ運用業務の効率化や自動化を行うための仕 

組み。 

 

 

＜株式会社ＤＴＳの概要＞ 

ＤＴＳは、総合力を備えたシステムインテグレーター（SIer）として、金

融業、産業・公共、通信業向けサービスを柱に、コンサルティングからシス

テム設計・開発、基盤構築・運用までをワンストップで提供します。 

また、ＤＴＳグループは、システムに関わるさまざまな専門性を活かした

付加価値の高いサービスを提供します。 

2020 年 AWS アドバンストティアサービスパートナー認定。  

2022 年 AWS Well-Architected パートナープログラム認定。  

https://www.dts.co.jp/ 

本社所在地：〒104-0032 東京都中央区八丁堀 2-23-1 エンパイヤビル 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ＤＴＳ デジタルソリューション営業部 クラウドセールス担当 髙橋、天野 

TEL：03-5615-5920  E-mail：dsol@dts.co.jp 

 

 

https://dts-digital.jp/cloud/service/container_security/
https://www.dts.co.jp/
mailto:dsol@dts.co.jp


＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

株式会社ＤＴＳ 広報部 担当：熊田、新貝 

TEL：03-6914-5463   E-mail: press@dts.co.jp 

 

 
※AWS、アマゾンウェブサービスの商標は、Amazon.com, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

※記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
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